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図｜　カエルの舌水刺激による反射性神経放
　　電の積分曲線
　　　A：三叉神経　　B：顔面神経
　　　C：舌咽神経　　D：舌下神経
　　　「ただしCは求心性神経放電）
　　右下の横棒は時標　10秒）を示す．積
　　分回路の時定数は0．1秒．
52 野村，熊井　味覚刺激によるカエ・し三叉神経の反射性放電
め，1M　CaCl2，0．5　mM塩酸キ＝一ネ，　pH　2．5の
HCI溶液を用いた．これら刺激溶液は，スポイト
を用いて3～4皿2を約10秒かけて舌全面にかけ
た．なお，刺激と刺激の間には2分以Eの間隔を
置いた。
　実験は，室温（20～25C）で行った．
結 果
　図1は，カエル舌に水道水をかけたときに発現
した三叉神経，顔面神経およひ舌ド神経におげる
遠心性の反射性神経放電および舌咽神経の求心性
神経放電をインテグレーターを介してベン書き
オッシログラフに同時記録した一例である．この
実験では三叉神経における神経放電（Aの増幅を他
の3者（B，CおよびD）の半分にしてあるので，
三叉神経における反射性神経放電の振幅は舌咽神
経の求心性神経放電のおよそ12もある．このこと
は，カエ・レ舌を水刺激したとき，明らかに三叉神
経に反射性神経放電が発現することを示してい
る．これに対し，顔面紳経および舌F神経に発現
する反射性神経放電の振幅は小さく，三叉神経に
発現する反射性放電とは異質のもののように思え
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図2：各種味刺激による一三叉ドElI経ハ反射性神経fj’（電
　　　七段：i「1－［1［砕申経．）求’しド｝判1経放電
　　　ド段：：之神経・・yA射ff”　lf申経放電
　　　右ドジ）横棒ば時標　1秒　を小＋鵡図中．ぽ
　　符膓膓にプいて，パミ文参」川パニと．
る しかし，この点についての検討は本研究では
行わなかった．
　図2は，三叉神経に発現する反射性放電が味質
によって異なるかとうかを検討したものである．
上段が舌咽神経の求心性放電，ド段が三叉神経に
おける反射性放電である．舌にリンガー液をかけ
たのでは神経放電はほとんど発現しないが，水道
水（TW）をかけたとき，舌咽神経に求心性放電が
発現するとともに三叉神経にも顕著な反射性神経
放電の発現することがわかる．なお，ド向きの矢
印で示す放電はカエ・Lが身動きをした際に現われ
たもので，反射性放電ではないと考えられる．
　神経放電の時間経過に注目して舌咽神経の求心
性放電と三叉神経の反射性放電を比べたとき，水
道水の間にかなり密接な相関関係が存在するよう
にみえるが，1M　CaCI，　HCI（pH　2．5）および0．5
mM塩酸キニーネの場合，両神経放電の間には一
義的な相関関係は認められない．とくに塩酸キ
ニー lでは，舌咽神経に大きな神経放電が現われ
ているにも拘らず，三叉神経にはあまり大きな神
経放電が現われていない．この原因は，1MNaCl，
HC1（pH　2．5）および0．5　mM塩酸キニーネは水線
維以外の感覚神経線維にも大きな求心性放電を発
現しているためと考えられる．
　本研究で見いだされた三叉神経の反射性神経放
電の役割が何であるかを調べるため，三叉神経の
各筋枝および皮枝に電極を当てて反射性神経放電
の有無を調べた．その結果，咬筋枝，側頭筋枝お
よひ皮枝には反射性神経放電は認められなかった
が，　ド顎ド筋枝および願ド筋枝には顕著な反射性
神経放電の発現することが確められた．この結果
から，カエル舌を水刺激すると，ド顎ド筋およひ
願ト筋に反射性に収縮あるいは緊張の生じること
がわかる．なお，標本によっては，ド顎ド筋枝に周
期的な遠心性神経放電のみられることがあった．
この周期的な遠心性神経放電は，呼吸運動中枢か
らのものと考えられる．なぜならは，ド顎ド筋は
カエルにおいては呼吸運動に関与する筋肉である
からである，
　本研究は9月から11月にかけて，いわゆる夏カ
エルを用いて行ったものであるが，カエノしを低温
ド（10Cぐらいあったと推定される）に数日間曝
したのちは，本研究で見いだされた舌の水刺激に
よって発現する三叉神経の反射性放電は認められ
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なくなった．恐らく，この反射は，いわゆる冬ガ
ェルでは起こらないのであろう．しかし，この点
にっいては，十分には確かめていない．
考 察
　Zotterman（1949）7）は，カエル舌水受容器の生
理的意義を，カエルが水を飲まないための閉口反
射のための受容器であると推察したが，舌の水刺
激によって三叉神経側頭筋枝や咬筋枝に反射性放
電が認められなかったことからみて，開口反射と
は無関係であると考えられる．
　ヵエルの下顎下筋と願下筋の収縮は，鼻孔を閉
鎖する働きがある．すなわち，両筋肉，とくに願
下筋は紡錘形の筋肉で，その腱は願部よりやや後
方で体軸に垂直に下顎骨に付着しているので，こ
の筋肉の収縮は下顎骨弓願部付近の幅員を短縮す
ると考えられる．閉口時，下顎骨弓，とくに願部
付近の幅員の短縮は下顎骨願部を前突させ，上顎
吻側部内面を前方に押し，鼻孔を閉鎖することに
なる．以上のことから，カエル舌水受容器の生理
的意義は，カエルが水に飛び込んだときの鼻孔閉
鎖反射に関与する受容器と推察される．
　本研究で，舌水刺激による三叉神経の反射性放
電が冬ガエルでは生じないことがわかったが，こ
のことは，水受容器に関与する鼻孔閉鎖反射が，
夏ガエルでは生じるが冬ガエルでは生じないこと
を意味する．この点は，自然の状態では冬ガエル
は陸上で冬眠して水に入ることがないので，不自
然な現象ではない．
　Kumai（1981）1）は，カエル舌に種々の味刺激
を与えたときの舌下神経に発現する反射性放電を
調べ，1M　NaC1，0．5　mM　塩酸キニーネおよび
HCI（pH　2．5）では反射性放電が現われるが，1mM
CaC12で刺激したときには反射性放電がほとんど
現われないことを示した．従って，舌下神経の反
射性放電に関与する受容器は水受容器ではないこ
とがわかる．本研究で，舌を05　mM塩酸キニー
ネおよびHCI（pH　2．5）で刺激したとき，舌咽神
経の求心性神経放電と三叉神経の反射性放電の間
に密接な相関関係が認められないようにみえたの
は，これら味刺激が水受容器だけでなく，舌下神
経の反射性放電に関与する味神経線維をも興奮さ
せたためと考えられる．
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